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(1) 調査 

○ 研究の対象となる絵本の周辺調査として文献、書籍など資料収集、ボローニャ絵本原画  

   展等の絵本関連の作品展を中心に視察を行った。 

○ 絵本学会( 26年度は5月31日、6月1日、刈谷市美術館)では、花見をするひとびとの写真 

  とスケッチを対峙させて綴った大学院生の作品指導を行った。「日常の記録」を絵本と   

  してまとめた蛇腹折りの作品は院生の画風と共に作品発表でも注目を集めた。 

 

(2) 実践 

① ぞうぐらさん小学校プロジェクトの実施 

9月下旬、総社市文化協会主催、総社市民文化祭で開催されたれとろーど‘14にて学生  

  たちと共に、恒例となった「ぞうぐらさん小学校‘14」プロジェクトを企画し、地域の 

 こどもたちを対象としたワークショップを実施した。今年度は金の卵プロジェクトと連 

 動したテーマ「自然」を活かした教材も制作して実施した。 

 

②こども救急医療に関する紙芝居「かぜってなあに」映像化の試み 

 昨年、総社市からの依頼で学生たちと共に制作した紙芝居「かぜってなあに」をより広 

 く利用することができるように、今年度は本学の地域貢献特別研究において、この紙芝  

 居の映像化を試みた。昨年制作を担当した学生たちがそれぞれの作品のナレーションを 

 担当し、大学院生が撮影と編集を担当して映像をつくり、DVDを制作した。試作映像は昨 

 年紙芝居の監修を担当していただいた高杉こどもクリニック高杉院長によって、吉備医 

 師会の報告会でプレゼン資料として使用された。その後、音声や映像の改善などを行 

 い、改良版を制作した。次年度のOPUフォーラムでの活動報告において、これらの映像の 

 放映を予定している。また映像DVDは総社市へも提供する予定である。 

 

(3) 今後の課題 

 こども医療に関する紙芝居に関しては、今後も総社市の取り組みが継続されることが望  

 まれるが、シリーズ化も視野に入れて取り組んでいきたい。絵本の周辺にあるメデイア 

 の研究と実践は本学科の特性を活かした地域貢献となる可能性が高く、学生の教育研究  

 支援となることも期待されることから、今後も研究を続けていきたい。 

 



＜成果資料＞ 

別紙参照 

 
 

 



 
 

 

 

 

 
 



 
 

「 

 

 

成果資料目録 

 

「かぜってなあに」DVD



 


